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総会〔書面開催〕〔書面開催〕

座長（東京女子医科大学 医学部救急医学 教授・基幹分野長／　　　　　　

救命救急センター長）矢口有乃

シンポジウム 13:15～15:40

13:20

13:35
～

武田宗和（東京女子医科大学 医学部救急医学 臨床教授／
　　　　　　　　　　　病院防災・減災対策支援室 副室長）

災害に対する本院の取り組み
　～病院防災・減災対策支援室発足からの歩み～

当院では、平日/夜間・休日情報伝達訓練、避難訓練、備蓄食料の整備及び配布訓練、CBRNE講習会、火災対応のe-learning
教材や災害マニュアル/BCPの作成と更新など、防災・減災対策にかかわる業務について、多職種が参加する『病院防災減災
対策支援室』が主体となり、通年に渡って職員ならびに学校関係者へ情報発信を行っている。今回、その具体的な活動内容
について紹介する。

東京女子医科大学八千代医療センターは、東葛南部医療圏に位置する501床の地域災害拠点病院・DMAT指定医療機関であ
る。当院では、種々の災害や多数傷病者発生事案などを想定した災害対策マニュアルと事業継続計画（business continuity 
planning: BCP）を策定している。本稿では当院の災害対策につき詳述する。また、今後の課題への取り組みについても言及する。

落合香苗（東京女子医科大学 八千代医療センター集中治療科 科長）

災害医療に対する八千代医療センターの取り組み
13:50

14:05
～

14:10

14:25
～

災害医療に対する学校法人としての取り組み
加藤多津子（東京女子医科大学 医療安全・危機管理部 部長）

2011年3月11日に発生した東日本大震災時には、法人全施設の状況把握と諸課題に対し、法人対策室を設置して対応を
行ったが、復旧と共にその後法人全体としての防災訓練はしばらく行われてこなかった。しかしながら昨今より国内で
地震が頻発傾向にあることより、2021年度には河田町キャンパスの防災訓練と同時に法人全体の総合防災訓練を実施する
ことになった。その概要、結果とそこから見えてきたさまざまな課題につき報告する。

当院は2022年1月に移転し新病院として災害拠点中核施設の役割を果たすため様々な備えをした。免震構造や耐震耐浸水
のエレベーターの設置。自家発電は6日間稼働、飲料水は3日間備える。水害対策として盛り土と防水擁壁で浸水を防ぐ。
重要部門は2階以上に配置。搬送用として水陸両用車を備える。NBC災害対応の救急車を開発し配備している。

地域災害拠点中核施設としての足立医療センターの備え
庄古知久（東京女子医科大学 足立医療センター救急医療科 教授）13:35

13:50
～

東京都医師会は地元では被災地JMATとして、他地域では支援JMATとして災害救護を行ってきた。平時は東京都災害医療
計画の策定に関わり、研修会・訓練では東京都医師会JMAT研修会、区市町村災害医療コーディネート研修会等を開催して
いる。地震以外にも水害対応、感染症流行時の避難所運営、大規模イベント開催時のテロ災害・MCI対応研修・訓練、医療
班派遣を行っている。

新井　悟（東京都医師会 救急・災害担当理事）

災害医療に対する東京都医師会の取り組みと今後
14:40

14:55
～

15:00

15:40
～

山口芳裕（東京都災害医療コーディネーター、
　杏林大学 医学部救急医学 主任教授／高度救命救急センター長）

CBRNEテロの基礎知識
日本の医療者がCBRNEテロに対応する際の最大の懸念点は、「明確なる悪意」への対応です。例えば、爆弾テロでは１発目
の爆発で多くの救助者を集めたところで２発目を爆発させる作戦が取られますし、爆弾には釘などの金属片が多く混入
されていて多くの人を傷つけます。こうした「悪意」の込められた有事への対応力を高めておくことが大切なのです。

14:25

14:40
～

石川重正（東京都福祉保健局医療政策部 事業推進担当課長）

災害医療に対する東京都の取り組みの現況と今後
東京都は、大規模災害発生時に、限られた医療資源を最大限に活用できるよう、災害時における体制を整備してきた。
シンポジウムでは、都内の災害医療体制について、体制整備の経緯とその体制、医科大学として期待される役割と連携、
医療機関等が発災時に医療機能を発揮できる取組について説明するとともに、東京都の今後の取組を紹介する。

第88回
東京女子医科大学学会総会

The 88th Annual Meeting of the Society of Tokyo Women's Medical University
The 88th Annual Meeting of the Society of Tokyo Women's Medical University

問合せ先 ◇ 東京女子医科大学 彌生記念教育棟1階図書館内 学会室

2022年9月20日(火)まで
Zoomウェビナー開催

249月 日(土)

参加申込 参加無料
https://forms.gle/

E5LuMpKecoU41GQb8

13:10
▼

15:40

掲示をお願いします【資料６】


